
補 償 内 容 標 準 プ ラン 充 実 プ ラン A 充 実 プ ラン B

傷害死亡 3 ,000万円 4 ,000万円 5 ,000万円
傷害後遺障害 3 ,000万円 4 ,000万円 5 ,000万円
治療・救援費用 無制限 無制限 無制限
応急治療・救援費用（31日まで） 300万 300万 300万
疾病死亡 1 ,000万円 2 ,000万円 3 ,000万円
賠償責任（31日超は留学生賠償責任） 1億円 1億円 1億円
携行品損害（31日超は留学生生活用動産） 50万円 50万円 50万円
航空機寄託手荷物 10万円 10万円 10万円
航空機遅延 2万円 2万円 2万円
旅行変更費用（3ヵ月まで） 30万円 30万円 30万円

　立命館大学の海外留学プログラムで留学する学生は、本学が指定する保険会社と包括契約をする海外旅行保険に加入することが義務付けられています。留学先によっては、

この保険に加入していても現地での健康保険や医療保険への加入が義務付けられることがあります。その場合は派遣先機関の指示に従って保険に加入する必要があります。

補償内容や保険会社が提供するサービスの詳細については、包括海外旅行保険のパンフレットを参照してください。海外旅行保険の詳細については、下記までお問い合わせください。

補償内容および保険金額について（2018年度実績）
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留学先での滞在形態について
　立命館大学提供の留学プログラムに参加した場合、滞在形態は、①ホームステイ、②大学寮、③現地のアパートなど、の３つのパターンがあります。
　プログラムによって滞在形態は異なりますので、各プログラムページでご確認ください。
　なお、いずれの滞在形態をとっても「メリット」・「デメリット」は存在します。はじめのうちは慣れないことも多くストレスを感じることもあると思います。
ですが、その問題１つ１つに、自分の成長の糧となるエッセンスが凝縮されています。問題が生じた場合は貴重な成長機会と捉え、まずは自分で解決に
向けて現地のプログラム担当者と相談し解決するように努めてください。

09

海外旅行保険

問い合わせ先
取扱代理店／株式会社クレオヒューマン
TEL：075-463-9178
E-mail: travel-r@creotech.co.jp

　留学先を決める段階から、各国の治安情報については、各自で確認しておく
必要があります。

1 .外務省「海外安全ホームページ」を確認する
　外務省領事サービスセンターの「海外安全ホームページ」で、海外へ渡航す
る日本人が、現地で事件や事故に巻き込まれないための情報を提供しています。
国・地域別に、「危険情報」「スポット情報」「広域情報」にわけて、犯罪・事件・
テロについての情報や、渡航・滞在における注意事項を発信しています。また、
「安全対策基礎データ」には、その国の犯罪事情や習慣、ビザ・出入国審査、
滞在時の留意事項、緊急連絡先などがまとめられていますので、事前に渡航先の
情報を必ず確認しておいてください。

【外務省海外安全ホームページ】 http://www.anzen.mofa.go.jp/

2 .留学先国の公的機関の情報を確認する
　地域の犯罪件数などを、ホームページで公表している国もありますので、留学先
国の警察庁などのサイトを事前に確認しておいてください。

3 .現地の日本大使館・領事館の情報を確認する
　国や地域によっては、現地の日本大使館・領事館のホームページで治安情報
を発信している場合があります。

4 .現地で生活した経験のある人から情報を得る
　過年度留学経験者や本学で学んでいる留学生から、現地の生の情報を得て
おくことも大切です。近づいてはいけない地域や外出しては危険な時間帯など、
より具体的な情報を収集しておきましょう。

　安全な留学生活を送るために、留学中には以下のことを徹底するよう心がけて
ください。なお、国際教育センターが実施する海外留学プログラムでは、危機管
理サービス会社や保険会社と協力して危機管理体制を整えています。留学中の
安否確認、24時間の問い合わせ対応、安全管理情報の配信等、皆さんが安心
安全に留学生活を送れるようにサポートします。

1 .所在を明らかにする
　現地での住所は確定や変更があれば速やかに国際教育センター、家族、派遣
先大学担当者に知らせるようにしてください。また日本国籍を有する方は、必ず
以下の外務省の「渡航登録サービス」にご自身の情報を登録しましょう。

【3ヶ月未満の渡航：外務省海外旅行登録「たびレジ」ホームページ】
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/tabireg/index.html

【3ヶ月以上の渡航：外務省在留届電子届出システム「ＯＲＲnet」ホームページ】
https://www.ezairyu.mofa.go.jp/RRnet/index.html
※外務省ＨＰ抜粋
外務省では、海外に渡航される皆様の安心と安全のため、2種類の渡航登録サービスを提供しています。
登録して頂いた方には、在外公館からの緊急一斉連絡メールなどをお届けすることができます。海外で
の思わぬトラブルを未然に防ぐため、是非ご利用ください。

2 .自分の身は自分で守る
　海外では、「自分の身は自分で守る」＝「自己防衛」という姿勢を徹底する必要があります。

自分の行動には自分で責任をもち、安全をまず第一として行動するようにしてください。

3 .常に警戒を怠らない
　犯罪者の標的にならないよう絶えず周りを警戒することを怠らず、危険を感じたらすぐに
反応できるようにしてください。特に貴重品の管理には常に細心の注意を払ってください。

4 .常に情報収集を心がける
ニュースや新聞などで国内情勢を常にチェックし、事件などが発生した危険な
場所には絶対に近づかないようにしてください。

5 .現地の人と同じように行動する
　留学先では周囲の人々の行動や習慣を良く観察し、現地の人が出歩かない
時間は外出を避け、現地の人が近づかない場所は避けるなど、現地の人 と々同じ
ように行動することを心がけてください。服装も華美で目立つようなものは避け、
現地の学生に合わせた方が無難です。

6 .自分自身を客観的に見る
　自分が犯罪者から狙われやすい格好や隙のある行動をしていないか、常に自分
自身を客観的に見ながら行動するようにしてください。

◆生ワクチンの接種後は4週間、不活化ワクチンの接種後は1週間の間隔を

空けなければ次のワクチンを接種することはできません。

◎生ワクチン：麻疹、風疹、流行性耳下腺炎、水痘、ポリオ、黄熱 など

◎不活化ワクチン：DT、DTP、B型肝炎、インフルエンザ など

◆なお、ツベルクリン反応検査（PPD）の結果記載が求められることもありますが、

これには注意が必要です。日本ではＢＣＧ（結核に対する予防接種）を行っている

ため、ツベルクリン反応は「陽性」であることが通常ですが、米国ではＢＣＧを行

わないために通常は「陰性」であり、「陽性」だと結核菌に感染しているものと判断

されて治療を勧められる恐れがあります。ＢＣＧ接種の影響を受けずに結核感染の

有無を判定することが可能な血液検査（ＱＦＴ、T-Spot）を用いることもあります。

＊1　具体的には州によって異なるが、標準的なものを記す。

＊2　米国では麻疹・風疹・ムンプスが混合された新3種混合ワクチン（MMR）を用いる。日本でも、
1988年から1993年まで実施されていた。しかしムンプスワクチンによる無菌性髄膜炎が予想
された発生率より大幅に高かったことから中止となり、現在では別個接種が行なわれている。

＊3　ジフテリアと百日咳の成分を減らして、成人用に調整されたワクチン。米国では成人の破傷風追
加接種はこれを用いることが原則となっている。日本では未承認。

＊4　平成19年（2007年）に関東地方を中心に大学生の間で麻疹（はしか）が大流行したため、
平成20年度（2008年）から24年度（2012）の中学1年生（第3期）と高校3年生（第4期）
を対象とした麻疹風疹混合ワクチン（MR）の接種が行われました。

＊5　任意のところもある。

表1.日本と米国の相違 （一般に証明書に記載が求められるもののみを記載＊1） 

日 本 米 国 備 考

麻疹（はしか）
Measles

1回（定期接種）
H18より、2回＊4 2回＊2（必須） H20よりMR＊4

風疹（三日ばしか）
Rubella

1回（定期接種）
H18より、2回＊4 2回＊2（必須） H20よりMR＊4

流行性耳下腺炎
（ムンプス）

Mumps
1回（任意接種） 2回＊2（必須） 未接種者が多い

破傷風・ジフテリア
Tetanus/Diphteria

（DT）

百日咳を含む3種混合
（DTP）（定期接種）
1期4回、2期1回

同左（必須）
10年毎追加
Tdap使用＊3

2期終了後10年で
効果は減弱している

水痘（みずぼうそう）
Varicella

（Chicken-pox） 

1回
（定期接種） 2回（必須＊5）

Ｈ26まで任意のため
未接種者も多いが、
罹患者も多い

B型肝炎 計3回
（定期接種） 同左（必須＊5）

Ｈ28までは
任意のため、

受けていることは稀

ポリオ
Polio

4回
（定期接種） 4回 追加は不要

髄膜炎菌性髄膜炎
Meningococcal 

Meningitis

1回
（任意接種） 1回（必須） ー

海外での安全・危機管理07

渡航前に治安情報を調べる

留学中の危機管理

ホームステイとは、現地のファミリーと生活を共にし、習慣や文化を学ぶものです。滞在費用は支払いま

すが、決してホテルのようにサービスを一方的に受けるものではありません。ホームステイを通して、多様な

文化的背景を持つ家族と、家族内の習慣に基づいて生活をしていくことになります。決してお客様ではな

いということを念頭に置き、行動しましょう。

　また、ホストファミリーの家族構成、人種や宗教等も家族毎に異なります。多様な背景を持つホストファミ

リーとの生活は、本当の意味での国際経験を積むことができます。

　また海外では、多くの家庭において食事は一般的に日本に比べると簡素で種類が少ないことを、予め

念頭に置いてください。野菜が少ない、冷凍食品ばかりである等の意見も中にはありますが、基本的には

家族に合わせて生活する姿勢が必要となります。ただし、どうしても馴染まないという場合は、自分の希望

をきちんと伝えるようにしましょう。

ホームステイについてPoint

上記以外にも、各種手続きが発生する可能性がありますので、必ず事前に各学部・研究科事務室まで確認を取るようにしてください。

留学中に発生する重要な手続き（例）
受 講 登 録 転 籍 ゼ ミ 募 集 奨 学 金 募 集

　留学中であっても、各学部・研究科で重要な手続きが発生する場合があります。

必要な手続きは学部・研究科や回生などによって異なります。以下に主な手続きに

ついて記載しています。自身が該当すると思われる事項については、必ず留学前に

各学部・研究科事務室（OICは学びステーション）に確認を取っておいてください。

　また各学部・研究科事務室連絡先やその他必要な情報については、manaba+R

や各学部・研究科ホームページなどで確認しておいてください。学部・研究科に

よっては学内メールで情報を発信している場合もありますので、留学中もメールの

チェックを怠らないようにしてください。

留学中に本学で発生する重要な手続き10
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Ⅳ 海外留学に向けて
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